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果実の光合成がフクジュソウの繁殖コストに及ぼす影響

堀端　聡 (北大院・地球環境)

　落葉広葉樹林間の光環境は、季節により大きく変化する。典型的な春植物のフクジュソウは、雪解け直後の

明るい林床環境下で出芽、開花し、初夏に林冠が 完全に閉鎖すると地上部は枯死する。このような生活史を
持つフクジュソウの果実光合成による繁殖への資源投資と繁殖コストについて検証を行った。

　2003 年に果実のみの被陰処理、摘葉処理、摘果処理を行った。種子数に影響を与えそうな要因(個体サイ
ズ、処理)を組み込み、ポアソン回帰を用いた 一般化線形モデルのあてはめを行った。AIC を基準とした変数
選択の結果、当年の種子生産には個体サイズが正の影響を、果実の被陰処理が負の影響を与え る要因とし
て選択されたが、摘葉処理は種子生産には影響しなかった。この結果を受け、2004年に安定同位体によるトレ
ース実験を行った。質量数 13の 炭素安定同位体よりなる 13CO2 を果実と葉、被陰した果実にそれぞれ添加
し、光合成を行わせた。果実で生産された光合成産物のうち、果実への配分量は 約66%を占めていた。一方、
葉で生産された光合成産物のうち果実に配分されたのは約 0.8%であった。また、果実を被陰した場合でも、葉
で生産された 同化産物の果実への配分量は約 0.6%であった。すなわち、フクジュソウは光環境に関わらず、
当年の繁殖への資源投資の大部分を繁殖器官自身の光合成に より行っていることが示された。
　2004 年に処理個体の追跡調査を行い、繁殖コストを胚珠数とサイズにより 2003 年同様に評価した。胚珠生
産数には、前年の個体サイズと生産種子数 が正の影響を、摘葉処理と果実の被陰処理の交互作用項が負の
影響を与える要因として選択された。個体サイズには前年の個体サイズのみが正の影響として選 択された。
いずれも、摘果処理の影響は見られず、当年の繁殖が翌年の繁殖や生長に影響を与えるという繁殖のコスト

は検出されなかった。

　これらの結果から、フクジュソウは当年の繁殖(種子生産)への資源投資を主に果実自身の光合成により行い、
葉の光合成により獲得された資源は翌年ある いはそれ以降の繁殖(花生産)に関与していることが示唆され
た。

葉の質がミズナラに生息する蛾類幼虫群集に及ぼす影響

麻沼美宝(北大院・地球環境)



花序形態と花序内蜜分布がマルハナバチの訪花行動に与える影響

平林　結実 (北大院・地球環境)

隣花受粉（同一個体内の花間の受粉）は、植物の繁殖成功に負の作用をもたらすことが知られてい

る。そして、隣花受粉は、ポリネーターの花序内連続訪花数や滞在時間の増加に伴って増える。それ

に対して植物は、同時開花数を小さくする、花序内の花蜜分布を変化させる、あるいは蜜を出さない

花（空花）を提示することによって隣花受粉を減らす戦略を持っていると考えられている。しかしこ

れまでの研究では、花序あたりの同時開花数や蜜分布、空花の存在が多様な花序形態においてどのよ

うに機能するかについては十分議論されていない。本研究では、花序あたり同時開花数や、花序内蜜

分布が花序あたり連続訪花数や滞在時間に与える効果に対して、花序形態がどのように関係するのか

を交互作用を含めて検証することを目的とした。着目した形質以外の要因による影響を排除するため

に、同一規格の人工花序と、人工的に増殖させたエゾオオマルハナバチのコロニーを用いて実験を行

った。人工花序は、花あたり平均蜜量が同じである花数２種類（Large, Small）×形態３種類（Umbel,
Panicle, Raceme）×蜜分布３種類（Constant, Gradient, Shuffle）を用意した。これらの花序にマル
ハナバチを訪花させ、最初の訪問中の花序内連続訪花数と滞在時間を計測した。花序内蜜分布は、花

序内連続訪花数と滞在時間に影響を及ぼした。特に、空花を含んだ花序（Shuffle）で花序内連続訪花
数が顕著に小さかった。一方、花序形態は花序内連続訪花数と滞在時間にほとんど影響を及ぼさなか

った。また同時開花数（花序サイズ）においては、蜜分布や花序形態に関わらず、大きい花序で連続

訪花数と滞在時間とが増加した。以上より、マルハナバチの花序内訪花行動は蜜分布と同時開花数に

より影響を受けるが、今回の実験においては花序形態によってその効果は変化しないことがわかった。

すなわち、同時開花数が等しい場合、花序内蜜分布はいずれの花序形態においてもマルハナバチの行

動に等しい効果をもたらすと考えられる。



異なる倍数性、繁殖様式を持つミミコウモリ（キク科）の遺伝変異

立花 麻梨（北大院・地球環境）

　植物の約 30 – 80%が倍数体由来であるといわれており、倍数化は種分化の一要因であると考えられて
いる。倍数体が様々な環境に分布を広げてきた要因として、倍数性の遺伝様式による高い遺伝的多様性

と、多年生で無性的な繁殖様式が挙げられている。しかし遺伝的多様性の面から考えると、これらは相反

する特性である。本研究では倍数性と無性的な繁殖様式が集団の遺伝構造にどのように影響しているか

について調べた。

キク科のミミコウモリ(Cacalia auriculata var. kamtchatika)は北海道と東北地方の主に低地の林床に生
育し、2倍体で種子繁殖を行うものと、4倍体で種子繁殖を行うものがある。また、北海道の亜高山帯には、
4倍体でムカゴを持つコモチミミコウモリ(Cacalia auriculata var. bulbifera)が生育している。本研究では、
まずそれぞれの倍数体タイプの結実率と発芽率を調べ、繁殖様式について明らかにした。次ぎに、8 つ
のアロザイム遺伝子座の変異を用いて、共に種子繁殖を行う2倍体と4倍体のミミコウモリ集団を比較する
ことで倍数性の違いを、4 倍体のミミコウモリとコモチミミコウモリ集団を比較することで繁殖様式の違いに
よる遺伝構造への影響を調べた。

結実率・発芽率は倍数体タイプにより異なり、コモチミミコウモリはほとんどムカゴによって個体群を維持

していることが分かった。4 倍体のミミコウモリは結実率が高く、自動的自家受粉による自殖種子生産の可
能性が示唆された。4倍体ミミコウモリ集団は倍数性遺伝により個体内、集団内に高い遺伝的多様性が見
られ、ムカゴによる栄養繁殖を行うコモチミミコウモリ集団でも 2 倍体ミミコウモリ集団に比べ高い遺伝的多
様性が見られた。一方で、集団間の遺伝的分化は倍数性、繁殖様式によらず差が見られなかった。20m
以内のマイクロスケールで空間自己相関分析を行った結果、コモチミミコウモリ集団においても種子繁殖

を行う 2 倍体ミミコウモリ集団同様、ごく近距離でしか自己相関が見られなかった。以上の結果より、空間
的遺伝構造の形成には、倍数性や繁殖様式（種子繁殖－栄養繁殖）に加えて、自殖率と近交弱勢、種

子やムカゴの散布パターン、生育地の安定性などが関係していることが示唆された。
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日高南端部の植物学的自然概説
佐藤　謙（北海学園大・工・生物）

　日高山脈南端部は、アポイ山塊・幌満岳からなるかんらん岩地域、襟裳岬から広尾にかけての

海岸地域、そして山脈本体の南端地域に三分された日高山脈襟裳国定公園の範囲と、国定公園に

囲まれた非保護地域からなる。後者の大半は、道有林（ほとんど水土保全林）に占められており、

そこに大規模林道（緑資源幹線道路）平取・えりも線の「様似・えりも区間」が計画され、現在、

工事が着工されたばかりである。

　このような日高山脈南端部の植物に関して、既存研究、筆者の概況調査、ならびに上記区間の

環境影響評価報告書を照合し、林道予定地を含む日高山脈南端部の植生と植物相の特徴について、

当該地域の気候的、地質・地形的特徴、道有林の現況などと対応させながら、ここに概説する。

　すでに Uemura（1994）は、種の分布特性と気候的特性の対応関係に基づいて、北海道において

多くの温帯性植物が日高南端部を「氷期のレフュージア」として遺存したと考察しているが、当

該地域の植物相は、上記を反映するように温帯性植物が非常に豊富でその希少種も多い。一方で、

崖地・岩礫地や風穴地に結びついた高山植物・北方系植物も少なくない。さらに、この地域の植

生は、自然植生の針広混交林が大半を占めている。

　最後に、当該地域の植物を中心に見た自然の特徴に対する影響面で、また土石流などの災害面

において、この林道建設は多くの問題を抱えることを解説したい。






